
UD　　　　　とは？UD　　　　　とは？

ユニバーサルデザインユニバーサルデザイン

　年齢・性別・国籍・個人の能力等に

かかわらず、できるだけ多くの人が利

用できるよう生活環境その他の環境を

つくり上げていく考え方です。

　新宿区には、多くの外国人をはじめ、

様々な人々が生活しています。区では、

移動しやすく、利用しやすく、わかり

やすいまちを目指して、令和２年３月

にＵＤまちづくり条例を制定しました。

　このニュースレターでは、UD スポッ

トの紹介や新宿区の取組などをお伝え

していきます。
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写真提供　新宿サブナード

写真提供　新宿サブナード

Uni-Voice

UD
Good 四季を感じられる心地のよい居場所づくり

　木材や温かみのある間接照明などを取り入れることで、自宅

のように過ごせる雰囲気づくりをしています。

　また、以前から地域に親しまれている樹木を残すなど、利用

者だけでなく地域の方も四季を楽しめる場所になっています。

UD
Good

様々な障害に対応した快適な日常空間

　手すり、スロープ、広さのあるトイレやエレベーターだけ

でなく、入浴や介助がしやすい工夫がされた浴室、静養でき

る空間など、誰もが過ごしやすい設備が整えられています。

　利用者には様々な障害のある方がいるため、どのような方でも
利用しやすいように工夫されています。また、より重い障害のあ
る方を受け入れている１階は、車椅子やベッドを使用していても
利用できるよう、個室やトイレ、浴室などの広い動線の確保や、
必要な機材の導入など、重点的に整備しています。（山里さん）

生活介護室の一角は
静養できる場所として
区切って利用できる

　グループホームは共同生活
となりますが、その中でも個
室に入る際は「家に帰ってき
た」と感じられるよう、個室
の扉横の壁を家の外壁のよう
な仕上げとし、一般の住宅に
近い感覚で生活できるよう工
夫しています。（森下さん）

温かみのある
間接照明

スロープと階段は

機能訓練にも活用

　2026年１月、新宿区中落合に障害者グループホーム等施設「滝乃川学園ともいろ」が開設されました。
　障害者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、グループホームや生活介護、短期入所、相談支援を実施するほ
か、地域に開かれたギャラリーカフェも併設しています。
　ここでは、多様な障害のある方が安心して快適に過ごせるよう工夫されているポイントをご紹介します。

前後左右に移動できる
天井走行リフト用レール

脱衣室から浴室まで
スムーズにアクセス可能

介助用ベッドも入れる
ことができる

十分な広さのトイレ

利用者の状態に応じて

入浴方法を変えられる

寝たまま入浴
できる浴槽

入浴用車いす

脱衣室

浴室

敷地内や屋上など、

様々な場所から

みどりを楽しむことができる

グループホーム個室の扉

壁は左官仕上げで

住宅の外壁を

思わせる風合い

けがを防止する
丸みのある家具

事業者コメント

設計者コメント



事業者インタビュー

　滝乃川学園ともいろは、新宿区において、重度の障害のある方への支援を広げるとともに、地域との交流を育む場となる
ことを目的に設置された障害者グループホーム等施設で、主に障害者の居住の場、日中の活動の場となっています。
　「ともいろ」という名称には、「こころおどる、ともにいろどる」という思いが込められており、「こころ」は利用者の意思決
定支援など気持ちを大切にしようということ、「おどる」はみんなで楽しくなれるポジティブな事業
であること、「ともに」はみんなでということ、「いろどる」は生活を豊かに彩る事業運営を表して
います。
　滝乃川学園ともいろでは、利用者一人ひとりの思いを尊重し、意思をくみ取り、実現につなげる

意思決定支援を支援の基盤としています。こうした日々の支援や地域と連携した活動を通じて、多

様性や共生といった文化を地域へ発信する拠点となることを目指しています。（鈴木さん・山里さん）
Uni-Voice

UD
Good

みんなの安全と安心を支える窓

　利用者の特性や生活スタイルを考慮し、

採光を取り入れながらも安全・安心に過ご

せるよう、様々な工夫を行っています。

滝乃川学園ともいろ

部長　鈴木さん 森下さん

滝乃川学園ともいろ

科長　山里さん

～お話を伺った方々～

重度障害者

向け個室の扉

スタッフが

中の様子を

確認できる

利用者の手に届かない
位置に窓を設置

格子があることで

窓がどこにあるのか

わかりやすい

　自ら窓を開けて外に出てしまったり、
ガラスに気づかず体を打ち付けてしまっ
たりという危険から利用者を守るため、
各部屋の窓には様々な工夫を行い、より
快適に安心して過ごせる建物となるよう
配慮しています。（森下さん）

障害のある方でも操作しやすい
改良された焙煎機

落ち着いたカフェ空間 地下のギャラリー

　併設されているギャラリーカフェは、 地域交流の拠点として一般の方も利用できる場所です。カフェには障害の
ある方でも操作しやすい焙煎機を導入するなど、障害者の新たな社会参加の場を提供しています。

地域とつながり雇用を生むギャラリーカフェ

事業者 事業者 設計者

設計者コメント

個室とベランダの間に

段差が無いため

安全に避難できる
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インクルーシブな
地域づくりのための
「ライフタイム・
ネイバーフッズ」
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丹羽太一さん
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で
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「
ラ
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」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
・
ホ
ー
ム
ズ
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
、

同
様
の
基
準
が
法
的
な
建
築
規
制
の
推
奨
基
準
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
々
の
住
宅
だ
け
で
な
く
住
宅
周
辺
の
地
域
全

体
が
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
で
、
車
い
す
で
も
近
隣
と
交
流
で
き
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
地
域
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
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保
し
、
高

齢
者
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障
害
者
の
地
域
で
の
自
立
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だ
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も
地
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孤
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い
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、
地
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う
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「
ラ
イ
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ー
フ
ッ
ズ
」
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す
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住
宅
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
様
々
な
空
間
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
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娯
楽
施
設
、
公
共
・
民
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
含
め
、
持
続
可
能

で
充
実
し
た
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
、だ
れ
も
が
地
域
で
経
済
、

市
民
、
社
会
生
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す
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す
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コ
ミ
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民
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環
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ザ
イ
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富
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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実
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て
、
対
話
の
文
化
が

あ
り
、利
用
者
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
て
、地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

　東京都福祉のまちづくり条例施行規則の改正に伴い、新宿区ユニバーサルデザイン
まちづくり条例施行規則を改正しました。

　当改正により、「便所」「観客席・客席」「駐車場」の整備基準を変更しています。
　詳しくは、下記２次元バーコードより新宿区ホームページをご覧ください。

ロンドンのオリンピック・パークも
多様な地域住民の参加によって整備されました

新宿区ホームページ

「新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例と届出について」

はこちら→

新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例施行規則を改正しました

～令和８年１月１日から施行しています～


